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掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・変更になる場合があります。
小平市ホームページや問合せ先などから最新の情報をご確認ください。また、イベント参加時や施設利用
時には、可能な限りマスクの着用や手指の消毒など、感染症対策にご協力をお願いします。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

血
管
力
ア
ッ
プ
教
室

▪
お
い
し
く
　
無
理
な
く
　
減
塩
体
験

　
弾
力
の
あ
る
血
管
を
保
つ
た
め
に
は
、

正
し
い
知
識
と
、
日
々
の
セ
ル
フ
ケ
ア
が

大
切
で
す
。
無
理
な
く
で
き
る
、
減
塩
方

法
を
学
び
ま
す
。

と
　
き　
６
月
１４
日
・
２８
日
の
火
曜
日　

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分　
９
時
４５
分
受
付

　
全
２
回

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

対
　
象　
市
内
在
住
の
方

定
　
員　
１５
人

※
保
育
５
人
あ
り
ま
す
（
生
後
６
か
月
以

上
、
６
月
６
日
（
月
）
ま
で
に
、
問
合
せ

先
へ
（
先
着
順
））。

内
　
容　
保
健
・
栄
養
・
歯
科
講
話
、
血

圧
測
定

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
参
加
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
）

申
込
み　
５
月
２０
日
（
金
）
か
ら
、
問
合

せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４

６
）
３
７
０
１

歯
と
口
の
健
康
週
間

無
料
歯
科
相
談

　
　
歯
科
講
演
会

　
６
月
４
日
（
土
）
〜
１０
日
（
金
）
の
歯

と
口
の
健
康
週
間
に
合
わ
せ
て
、
歯
科
相

談
や
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
健
康
の
入

り
口
は
お
口
か
ら
。
こ
の
機
会
に
歯
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
無
料
歯
科
相
談

と
　
き　
①
６
月
４
日
（
土
）　
午
後
１

時
〜
３
時
３０
分
、
②
６
月
５
日
（
日
）　

午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
３０
分

と
こ
ろ　
①
健
康
セ
ン
タ
ー
、
②
東
部
市

民
セ
ン
タ
ー
、
小
川
西
町
公
民
館

定
　
員　
①
２０
人
、
②
各
１５
人

※
相
談
を
し
た
方
に
、
歯
ブ
ラ
シ
を
差
し

上
げ
ま
す
。

鈴
木
遺
跡
保
存
活
用
計
画

策
定
に
関
す
る
地
域
懇
談
会

　
令
和
３
年
３
月
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
、
鈴
木
遺
跡
の
今
後
の
保
存
活
用
の
基

本
方
針
と
な
る
、
鈴
木
遺
跡
保
存
活
用
計

画
策
定
に
向
け
て
、
地
域
や
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

と
　
き　
６
月
１１
日
（
土
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
鈴
木
地
域
セ
ン
タ
ー
集
会
室

定
　
員　
２０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
０
１

▪
夕
涼
み
手
作
り
市

　
初
夏
の
陽
気
に
合
わ
せ
て
、
夕
暮
れ
に

灯
り
を
と
も
し
た
園
内
で
、
マ
ル
シ
ェ
な

ど
の
催
し
が
楽
し
め
ま
す
。

と
　
き　
５
月
２８
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
午
後
７
時

※
雨
天
の
場
合
は
２９
日
（
日
）
に
順
延
。

と
こ
ろ　
小
平
ふ
る
さ
と
村

内
　
容　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
雑
貨
な
ど
の

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ
、
鈴
木
ば
や
し

保
存
会
の
演
奏
、
紙
芝
居
の
実
演
、
焼
き

菓
子
や
パ
ン
な
ど
の
福
祉
施
設
の
自
主
製

品
販
売
ほ
か

▪
水
引
細
工
体
験
教
室

　
水
引
教
室
の
横
尾
裕
子
さ
ん
か
ら
、
日

本
の
伝
統
工
芸
、
水
引
の
基
本
を
学
び
、

マ
ス
ク
チ
ャ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

と
　
き　
６
月
１９
日
（
日
）　
午
前
１０
時

３０
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ　
小
平
ふ
る
さ
と
村

費
　
用　
５
百
円

定
　
員　
各
６
人

申
込
み　
６
月
１
日
（
水
）
の
午
前
１０
時

か
ら
、
問
合
せ
先
へ（
電
話
可
、
先
着

順
）

問
合
せ　
小
平
ふ
る
さ
と
村
☎
０４２
（
３
４

５
）
８
１
５
５

申
込
み　
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

▪
歯
科
講
演
会

▽
ポ
ス
タ
ー
講
演

と
　
き　
６
月
４
日
（
土
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
２
時

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

▽
妊
産
婦
さ
ん
へ
の
歯
科
講
演

　
母
親
に
な
る
前
に
、
お
口
の
健
康
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　
６
月
４
日
（
土
）　
午
後
２
時

１０
分
〜
３
時

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
歯
科
講
演
会
は
、
無
料
歯
科
相
談
に
参

加
す
る
方
が
対
象
で
す
。

問
合
せ　
小
平
市
歯
科
医
師
会
☎
０４２
（
３

４
３
）
８
２
６
１

物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
会

　
簡
単
な
質
問
票
で
の
認
知
症
の
疑
い
が

あ
る
か
の
確
認
や
、
認
知
症
予
防
の
講
話

を
し
ま
す
。
受
診
が
必
要
な
方
に
は
、
後

日
、
医
療
機
関
へ
の
紹
介
状
を
お
渡
し
し

ま
す
。

※
講
師
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー

ム
）
で
講
義
し
ま
す
。

と
　
き　
６
月
２８
日
（
火
）　
午
後
２
時

〜
３
時

と
こ
ろ　
美
園
地
域
セ
ン
タ
ー
第
一
・
第

二
集
会
室

定
　
員　
２０
人

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
身
分
証
明
書

申
込
み　
５
月
２０
日
（
金
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
多
摩
済
生
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
９
）
２

１
２
３家

族
介
護
教
室

▪
詳
し
く
知
ろ
う
　
高
齢
者
向
け
住
宅

　
高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
や
施
設
は
、
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
わ
か
り
に
く
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
専
門
家
か
ら
高
齢
者
向
け

住
宅
に
つ
い
て
の
知
識
、
情
報
を
学
び
ま

す
。

と
　
き　
６
月
２１
日
（
火
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分　

と
こ
ろ　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

対
　
象　
市
内
在
住
の
方

定
　
員　
２０
人

申
込
み　
５
月
２０
日
（
金
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
平
健
成
苑
へ
（
先

着
順
）
☎
０
４
２
（
４
５
１
）
８
８
１
３

▪
高
齢
者
の
栄
養
と
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ

食
事

　
高
齢
者
に
必
要
な
栄
養
と
基
礎
知
識
、

む
せ
込
み
を
防
ぐ
食
べ
や
す
い
食
事
に
つ

い
て
、
管
理
栄
養
士
か
ら
学
び
ま
す
。

と
　
き　
①
講
義
…
６
月
２４
日
（
金
）　

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
、
②
実
習
…
７
月

１
日
（
金
）　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
①
中
央
公
民
館
講
座
室
２
、
②

中
央
公
民
館
実
習
室

対
　
象　
市
内
在
住
の
方

定
　
員　
①
２０
人
、
②
１０
人

※
②
は
①
を
受
講
す
る
方
を
優
先
。

申
込
み　
５
月
２０
日
（
金
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ

（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１

認
知
症
介
護
者
交
流
会

　
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
同

士
が
交
流
す
る
場
で
す
。
体
験
を
語
り
合

う
こ
と
で
、
介
護
の
ヒ
ン
ト
も
得
ら
れ
ま

す
。

と
　
き　
６
月
２０
日
（
月
）　
午
前
１０
時

３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ　
①
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２

階
第
三
・
第
四
会
議
室
、
②
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

※
②
は
希
望
者
が
２
人
以
上
い
る
場
合
の

み
。

対
　
象　
認
知
症
の
家
族
を
介
護
す
る
方

定
　
員　
各
１０
人

申
込
み　
５
月
２０
日
（
金
）
か
ら
、
①
は

電
話
で
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）、
②
は

６
月
１５
日
（
水
）
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル

の
件
名
に
「
認
知
症
介
護
者
交
流
会
」
と

明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
入
力
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
先
着

順
）

問
合
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央

セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１
、

Achuo2014.online@gmail.com

自
治
会
や
町
会
を
支
援

地
域
の
底
力
発
展
事
業

助
成
申
請
事
業
募
集

　
都
で
は
、自
治
会・町
会
が
主
催
す
る
、

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組

み
（
催
し
・
活
動
な
ど
）
を
支
援
す
る
た

め
、
事
業
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

対
　
象　
都
内
に
所
在
す
る
自
治
会
・
町

会※
助
成
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
検
索　
地
域
の
底
力

問
合
せ　
東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

都
民
生
活
部
地
域
活
動
推
進
課
地
域
活
動

支
援
担
当
☎
０３
（
５
３
８
８
）
３
１
６
６

雨
水
浸
透
ま
す
の

設
置
費
用
を
助
成

雨
水
を
循
環
さ
せ
よ
う

　
市
で
は
、
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下

へ
浸
透
さ
せ
る
、
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
金
の
範

囲
内
で
、
雨
水
浸
透
ま
す
１
基
程
度
の
設

置
が
可
能
で
す
。

　
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
地
下
水
の
か
ん

養
、
湧
水
等
の
自
然
環
境
の
保
全
や
回
復

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
大
雨
の
と

き
、
下
水
管
に
急
激
に
大
量
の
雨
水
が
流

れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
治
水
・
浸
水
対

策
に
も
な
り
ま
す
。

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
浸
透
ま
す
を
設

置
す
る
前
に
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
設
置
後
、
雨
水
浸
透
ま
す
の
中
に
堆
積

し
た
落
ち
葉
や
土
の
除
去
な
ど
の
保
守
が

必
要
で
す
。

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
１

浸
水
へ
の
備
え
を

　
東
京
都
下
水
道
局
で
は
、
雨
が
多
く
な

る
６
月
を
浸
水
対
策
強
化
月
間
と
定
め
て

い
ま
す
。

　
道
路
の
雨
水
ま
す
や
側
溝
が
塞
が
る

と
、
浸
水
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
雨
水

ま
す
や
側
溝
に
ご
み
を
入
れ
た
り
、
上
に

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ
で
は
、
降
雨
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
検
索　
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ

問
合
せ　
下
水
道
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
６
０費

用
を
補
助

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修

ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
善

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
に
よ

る
建
物
な
ど
の
倒
壊
で
、
多
く
の
方
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
３０
年
に

発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
で
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
倒
壊
で
深
刻
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
地
震
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

ま
ず
は
家
や
塀
を
安
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
、
住
宅
の
耐
震
診
断

の
補
助
金
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

▪
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助

対
　
象　
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
指
定
の
診
断
機

関
に
よ
る
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
も
の

補
助
金
額　
診
断
費
用
の
３
分
の
２
に
相

当
す
る
額
（
１
件
当
た
り
１０
万
円
が
限

度
）

▪
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
を
補
助

対
　
象　
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐
震
基
準
を
満

た
す
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
も
の

補
助
金
額　
改
修
費
用
の
３
分
の
１
に
相

当
す
る
額
（
１
件
当
た
り
百
万
円
が
限

度
）

▪
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改
善
費
用
の
補
助

対
　
象　
▽
撤
去
…
道
路
に
面
し
、
高
さ

が
１
㍍
以
上
で
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

▽
改
修
…
撤
去
後
に
、
倒
壊
の
防
止
に
十

分
配
慮
し
た
安
全
な
塀
な
ど
の
築
造

補
助
金
額　
▽
撤
去
…
経
費
の
９
割
以
内

（
１
㍍
当
た
り
１
万
２
千
円
、
限
度
２４
万

円
）

▽
改
修
…
経
費
と
１
㍍
当
た
り
３
万
円
を

比
較
し
、
少
な
い
額
の
５
割
以
内
（
限
度

３０
万
円
）

※
補
助
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
工
事
の

契
約
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
建
築
指
導
課
☎
０４２
（
３
１
２
）

１
１
４
５

生

け

垣

で

緑
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
市
で
は
、
生
け
垣
造
り
の
費
用
の
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

対
　
象　
敷
地
の
周
囲
に
新
た
に
造
る
生

け
垣
で
、
高
さ
０
・
８
㍍
以
上
、
総
延
長

２
㍍
以
上
の
も
の
（
道
路
に
接
す
る
部
分

は
、
幅
員
が
４
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
）

補
助
金
額　
▽
生
け
垣
造
成
補
助
…
造
成

費
の
９
割
以
内
（
１
㍍
当
た
り
１
万
４
千

円
、
１
件
当
た
り
２８
万
円
が
限
度
）

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
補
助
…
撤
去

費
の
９
割
以
内
（
１
㍍
当
た
り
６
千
円
、

１
件
当
た
り
１２
万
円
が
限
度
）

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み　
工
事
の
着
手
前
に
、
申
請
書
、

現
況
写
真
２
枚
（
方
向
の
異
な
る
も

の
）、
造
成
費
見
積
書
の
写
し
を
問
合
せ

先
へ

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
０

約60cm

約
70
cm

砕石

雨水浸透施設
（雨水浸透ます）

雨どい

屋根

雨水浸透施設のイメージ図
雨水浸透ますは、コンクリート
製で、雨水を地下に浸透しやす
くするために穴がたくさんあい
ています。

雨水浸透ますにたまった雨水
は徐々に地下に浸透していき
ます。なお、通常の雨では、
あふれることはありません。
お手入れも簡単です。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、さまざまな困難に直面し
た方々が速やかに生活・暮らしの支援を受けられるよう、令和３年度住民税
非課税世帯等に対して、給付金を支給します。

◆家計急変世帯
次のすべてに該当する世帯
▷新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、令和３年１月から令和４年９
月までの間で、家計が急変した
▷世帯全員それぞれの年収見込み額が、住民税非課税水準に相当する額以下
になった

令和３年度住民税非課税世帯等へ
臨時特別給付金を支給

給付額

対　象

１世帯当たり１０万円
※１世帯につき一度まで。住民税非課税世帯と家計急変世帯の重複受給はで
きません。

▷すべての方が、令和３年１月１日以前から現住所に住んでいる世帯
※対象と思われる世帯に、確認書を送付しました。
▷令和３年１月２日以降に転入した方がいる世帯
申込み　９月３０日（金）まで（必着）に、申請書に必要事項を記入のうえ、
必要書類と併せて送付先へ提出

◆住民税非課税世帯
令和３年１２月１０日時点で、小平市に住民登録があり、世帯全員の令和３年
度住民税均等割が非課税で、次のいずれかに該当する世帯

申込み　９月３０日（金）まで（必着）に、申請書に必要事項を記入のうえ、
必要書類と併せて送付先へ提出

※申請書類や申請方法など、詳しくは小平市ホームページをご
覧になるか、お問い合わせください。

申請書などの送付先

問合せ

〒１７０−８７５０　豊島区東池袋４−５−２　ライズアリーナビル１３階
小平市臨時特別給付金担当

小平市臨時特別給付金コールセンター
☎０１２０（９２９）９８４（平日の午前９時〜午後５時１５分）

５月２９日（日）から６月１２日（日）までは、環境美化週間です。地域ぐるみで
美化活動をし、ふだんから捨てない、汚さないという
心構えで、きれいで住みよい街をつくりましょう。
また、市では６月５日（日）を市内一斉清掃の日として
定めています。清掃活動に参加を希望する団体は、事
前に問合せ先へ申し込んでください。６月５日に清掃
できない場合は、環境美化週間中でも可能です。

６月は環境月間

６月５日(日)は市内一斉清掃の日

◆ごみの処分方法
一斉清掃で出たごみは、市で配布するシールを貼って出すと、無料で収集さ
れます。参加団体には、ごみ袋とシールを差し上げます。
ごみ袋・シールの受取方法やごみの臨時回収など、詳しくはお問い合わせく
ださい。

◆環境ポスター金賞作品展
市内の小・中学生によるポスターコンクールの
歴代金賞作品を展示します。
と　き　５月３０日（月）〜６月１０日（金）
午前８時３０分〜午後５時
※６月４日は午前８時３０分から正午まで。
ところ　市役所１階ロビー

◆まちの環境美化条例が施行
６月１日から、市内全域でのごみのポイ捨てと、ペットのふんの放置を禁止
する条例が施行されます。詳しくは、ホームページをご覧ください。
問合せ　環境政策課☎０４２（３４６）９５３６

令和3年度環境ポスターコンクール
金賞作品

市では、鷹の台公園の整備に向けて、公園のあ
り方の調査・検討をしています。その一環で、
公園整備予定地で、公園マルシェを実施します。
マルシェでは、ハンドメイドのワークショップ
や手作り雑貨の販売、キッチンカーの出店など
をします。
また、イベント内で公園整備に関するご意見な
どを伺います。
と　き　６月４日（土）　午前１０時３０分〜午後３時
※雨天の場合は５日（日）に延期。
ところ　鷹の台公園予定地（たかの台３３）
主　催　クレイドル、ＳＥＭ、小平市
協　力　小平市商工会、こだいら観光まちづくり協会、ワカタケマルシェ
問合せ　水と緑と公園課☎０４２（３４６）９８３０

市立公園整備に向けたトライアルプロジェクト

鷹の台公園マルシェ ウィズニコフェス

たかの台本
通り

水
車
通
り

西
武
国
分
寺
線

鷹
の
台
駅

鷹の台公園予定地

自主防犯組織は、地域住民が自発的に結成した防犯組織です。
自分たちのまちは自分たちで守るを合言葉に、パトロールな
どの防犯活動をして、犯罪者を寄せつけないまちづくりを目指しています。
市では、一定の要件を満たす組織に補助金を交付しています。詳しくは、お
問い合わせください。
◆防犯活動用品購入費補助
対　象　おおむね100世帯以上で構成され、定期的に地域の防犯活動を実施
する組織
内　容　２万円と世帯数×５０円
※補助は一回限りです。
◆防犯活動用腕章の貸し出し
対　象　２世帯以上で構成され、定期的に地域の防犯活動を実施する組織
内　容　▷２世帯以上１０世帯以下…２個
▷１１世帯以上…世帯数÷５個（小数点以下切り上げ）
問合せ　地域安全課☎０４２（３４６）９６１４

地域の安全を守る

自主防犯組織

空き家などは適正な管理を
空き家などが適正な管理をされないまま放置されると、
老朽化などによる建物の破損、草木の繁茂、害虫の発生
などで、周囲の生活環境へ悪影響を及ぼします。
また、侵入者による犯罪発生を誘発するなど、地域の治
安を維持するうえでの懸念材料にもなりかねません。
小平市空き家等の適正な管理に関する条例では、適正な管理を所有者などの
責務としています。現在使用している建物などを空き家にする場合も、近所
の方に連絡先を伝えるなど、適正な管理をお願いします。
なお、空き家などでお困りの方には、相談窓口を紹介します。
詳しくは、お問い合わせください。
問合せ　地域安全課☎０４２（３４６）９６１４

こども１１０番のいえにご協力を
こども１１０番のいえは、子どもが不審者などから被害を受
けたり、身の危険を感じて助けを求めたりしたときに保護
し、１１０番通報などをするものです。目印に、外壁などに
黄色いプレートを掲げています。
各地区の青少年対策地区委員会やＰＴＡなどが、こども 
１１０番のいえへの協力を呼びかけています。地域全体で子
どもを見守るまちをつくるため、ご協力をお願いします。
申込みや活動内容など、詳しくはお問い合わせください。
※協力者が人的・物的被害を受けた場合は、市が加入する保険の約款に基づ
いた見舞金制度を設けています。
問合せ　地域安全課☎０４２（３４６）９６１４


